
物  質  名 o-ニトロトルエン ＤＢ－36 

別  名 1-メチル-2-ニトロベンゼン 
o-メチルニトロベンゼン 

CAS 番号 88-72-2 
PRTR 番号 － 
化審法番号 3-437 

構 造 式 
 

 
分子式 C7H7NO2 分子量 137.14 
沸点 222℃ 1) 融点 －10℃ 2) 
蒸気圧 1.88×10-1 mmHg（25℃、外挿値）3) 換算係数 1 ppm = 5.61 mg /m3（25℃） 
分配係数（log Pow） 2.30（実測値）4) 水溶性 650 mg/L（30℃、実測値）5) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 970 mg/kg 6)  
 マウス 吸入 LC50 328 mg/m3 6)  
 ラット 経口 LD50 891 mg/kg 6)  
 ラット 吸入 LC50 790 mg/m3 6)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラット、マウスに 0、0.0625、0.125、0.25、0.5、1％の濃度で 13 週間混餌投与した結果、ラ

ットでは 0.0625％以上の群の肝臓で相対重量の増加、0.125％以上の群で体重増加の抑制、腎

臓で相対重量の増加、腎症や硝子滴の蓄積、唾液腺及び包皮腺の萎縮、0.25％以上の群でメ

トヘモグロビンの増加、肝臓で炎症と空胞化、脾臓で造血細胞の増殖とヘモジデリン沈着、

0.5％以上の群の肝臓で胆管過形成、ランゲルハンス島の過形成などの発生に有意差を認め

た。マウスでは 0.125％以上の群で肝臓、腎臓の相対重量の増加、0.25％以上の群で嗅上皮の

変性と化生、0.5％以上の群で体重増加の抑制に有意差を認めた。この結果から、ラットで

LOAEL は 0.0625％（44 mg/kg/day）、マウスで NOAEL は 0.0625％（132 mg/kg/day）であっ

た 7) 。 
・ラットに 0、0.0625、0.125、0.2％の濃度で 105 週間混餌投与した結果、0.0625％以上の群で

中皮腫の発生と生存率の低下、肝臓で明細胞巣や好塩基性細胞巣、骨髄で過形成、腎臓で色

素沈着、脾臓で造血細胞の増殖、0.125％以上の群の乳腺で過形成、肝臓で混合型の細胞浸潤

や壊死、唾液腺及び包皮腺、陰核腺の萎縮、0.2％群で下垂体の変性、下顎リンパ節で過形成

の発生に有意差を認め、0.125％以上の群で体重増加の抑制傾向もみられた 8) 。この結果から、

LOAEL は 0.0625％（25 mg/kg/day）であった。 
・マウスに 0、0.125、0.25、0.5％の濃度で 105 週間混餌投与した結果、0.125％以上の群で血管

肉腫と生存率の低下、肝臓で壊死や合胞性の変性、腎臓で色素沈着、脾臓で造血細胞の増殖、

嗅上皮の変性、0.25％以上の皮下組織で浮腫、0.5％群の尿細管で硝子滴の蓄積の発生に有意

差を認め、0.25％以上で体重増加の抑制（10％以上）もみられた 8) 。この結果から、LOAEL
は 0.125％（150 mg/kg/day）であった。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラット、マウスに 0、0.0625、0.125、0.25、0.5、1％の濃度で 13 週間混餌投与した結果、ラ

ットでは 0.25％以上の群で睾丸重量の減少、0.5％以上の群で精子の数及び運動性の低下、精



細管の変性、1％群で性周期の延長に有意差を認めた。マウスでは 0.5％以上の群で睾丸重量

の減少、1％群で精子の運動性の低下に有意差を認めた 7) 。この結果から、NOAEL はラット

で 0.125％（89 mg/kg/day）、マウスで 0.25％（415 mg/kg/day）であった。 
・ラットに 0、0.0625、0.125、0.2％、マウスに 0、0.125、0.25、0.5％の濃度で 105 週間混餌投

与した結果、ラットでは 0.2％群の睾丸で間質細胞の過形成に有意な増加を認め、0.0625％及

び 0.2％群の睾丸では胚上皮の萎縮にも有意な増加がみられたが、用量に依存した変化ではな

かった。マウスでは雌雄の生殖器の組織に影響はなかった 8) 。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・眼を刺激し、眼に付くと発赤や痛み、吸入や経口摂取では頭痛、メトヘモグロビン生成、チ

アノーゼ、眩暈、息苦しさ、腹痛（経口摂取）を生じ、皮膚からも吸収されて吸入と同様の

症状を生じる可能性がある。長期または反復のばく露では肝臓、血液、睾丸が影響を受ける

ことがある 9) 。 
・200 ppm（1,140 mg/m3）に 60 分間ばく露されると重度の中毒を生じ、40 ppm（228 mg/m3）で

もばく露が長引くと健康影響を惹起すると報告されている 10) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：3 11) 

実験動物及びヒトでの発がん性に関して十分な証拠がないため、IARC の評価では 3（ヒトに

対する発がん性については分類できない）に分類されている。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 

 ACGIH 12)  TLV-TWA 2 ppm (11 mg/m3) 
(異性体混合物として)  

 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口ばく露については、ラットの中・長期毒性試験結果から得られた LOAEL 25 mg/kg/day（肝

細胞の変性など）を採用し、LOAEL であることから 10 で除した 2.5 mg/kg/day を暫定無毒性量

等に設定する。 
 吸入ばく露については、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
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